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Ⅰ	 はじめに  
	 平成 29年 1月に海上保安大学校においてA型インフ
ルエンザが大流行した。この期間の発症者は最大 27名
(16、18日)、総数 37名に及び、大学校運営に大きな影
響を与えた。当初は直前の 3 連休に帰省した多くの学
生がウイルスを持ち帰った事が要因であると思われた。

海上保安大学校が閉鎖空間とみなせることを利用して、

インフルエンザ流行について分析し、対策を考えるこ

とを本研究の目的とする。MASは学生間の相互作用を
シミュレーションするのに有効であるため、MASを用
いて流行の要因を特定し、流行防止策について検討を

行う。 
Ⅱ	 研究の目的と対象  
	 まず実際のインフルエンザ発症状況を分析し、海上

保安大学校は全学生が寮生活を行っているという特殊

な環境を利用して、感染率・潜伏期間・発症期間を求

め、新たな感染モデルを構築した。日課表を基本とし

た MAS を作成し、昨年度のインフルエンザの流行を再

現する。そして、流行予防策について検討する。	

Ⅲ	 モデル  
	 実際の A 型インフルエンザ発症状況を分析し、カー
マック、マッケンドリック 1)の「SIRモデル」を参考に
して、感受性者(S)が、感染することによりウイルス保
持者(V)となり、Vが 3日間の潜伏期間を経て発病者(I)
となったのち、4 日間の発病期間を経て免疫保持者(R)
になる『SVIRモデル』を新しく作成した。三ツ石寮に
おいては、発症すると医務室へ入室となり隔離される

ことから、Ｉからの感染は考えなくてよい。教室、寝

室、自習室ごとに Sから Vとなる感染率は以下の計算
式によって求められる。 

𝑑𝑉
𝑑𝑡

= 𝑘𝑉𝑆 

（𝑘：感染率、𝑉：ウイルス保持者数、S：感受性者数） 

	 本研究では、Artisoc上で 1月 10日から 25日まで、
全学生に日課表通りの生活を行わせる。平日は全学生

が教室、寝室、自習室に位置し、休日は夕方以降に寮

へ戻ってくるようなモデルとする。 
Ⅳ	 シミュレーション設定  
	 日課表に応じて空間を教室、自習室、寝室、医務室、

その他を表す５つのレイヤーに分けた。「その他」は

移動中とし、感染することはない。各レイヤーは８×

７の格子状で構成され、格子に各教室、自習室、寝室

などを振り分ける。外泊や平日の外出はないものとし

て、学生の接触が最も長い条件を扱う。そして、感染

率を下にシミュレーションを行うことで、A 型インフ

ルエンザの発症者数を求める。 
Ⅴ	 シミュレーション結果  
	 実際の発症者数及び実験結果を図に示す。実験結果

は 100回試行の発症者数 Iの平均を求めたものである。
実際のデータより大きな数値となったが、１７日頃に

最大となり、傾向はほぼ一致したといえる。実際のデ

ータで発症者が大幅に増えているのが 15日であり、潜
伏期間を考慮すると全学生が集まった講演会（12 日）
が流行の要因ではないかと考えられる。そこで、講演

会を行わなかった場合についても実験を行った。講演

会を行わなかった場合は、１７日の発症者は約半数と

なり、流行の予防に効果があることが確認できた。ま

た、発症者数に小さな波が現れるのは例年の傾向通り

であることが分かっている。 

 
図	 実際のデータと実験結果 

Ⅵ	 おわりに  
	 A型インフルエンザ感染拡大の主原因が 1月 12日に
行われた講演会であることが分かった。感染拡大を起

こさないためには、手洗いうがいはもちろんだが、イ

ンフルエンザの流行時期には大きな講演会を行わない

等の方策を検討すべきであると感じた。 
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